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Research Abstract

平成9年9⽉26⽇、27⽇に⾦沢市で班会議を開催し、1.腸管出⾎性⼤腸菌感染症によって引き起こされる病態発症機構解明、2.腸管出⾎性⼤腸菌の病態解析、3.ベロ毒素
の中枢神経細胞に到達する経路の解析、4.尿路病原性⼤腸菌に存在するZOT様物質の病原性への関与、5.病原性⼤腸菌が産⽣する細胞壊死毒(CNF)の作⽤機序、6.⾚痢菌
と宿主細胞の相互作⽤、7.コレラトキシンの活性制御、8.ビルレンス因⼦としてのビブリオ属菌プロテアーゼ、9.ヘリコバクター・ピロリが産⽣する空胞化致死毒(Vac
A)の宿主受容体蛋⽩質について、10.リステリアの病原因⼦を応⽤した宿主感染防禦免役の誘導、11.T細胞を活性化する細胞由来スーパー抗原とγδT細胞刺激抗原の解析
とそれらの感染症発症における意義、12.抗⽣物質誘発性エンドトキシン遊離、13.細菌内毒素の細胞活性化機構、14.ジフテリア毒素レセプター複合体を介したジフテリ
ア毒素の細胞内侵⼊機構、15.ボツリヌス神経毒素に結合している無毒成分の構造と機能;腸管よりの吸収機構の解明、16.ボツリヌス神経毒素受容体について、17.ウェ
ルシュ菌の毒素の構造と機能、18.β溶⾎性A群レンサ球菌cyclic ADP-ribose合成・分解酵素の遺伝⼦構造、の演題での研究発表および討論を⾏った。これらの研究発
表・討論を基に、感染症の制御を⽬指し、課題名「致死性細菌感染症成⽴の分⼦論的解析と制御」で研究班を組織し、『科学研究費補助⾦「特定領域研究(B)(代表:中村
信⼀)」平成10年度発⾜特定領域申請書』を準備し、平成9年12⽉に申請した。
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